














しています。第二の特色は教員による自由作成項目です。これは、共通項目 8 個（2011 年度か






以下は 2010 年度後期までの期末アンケート（2011 年に若干変更あり）の内容です。2






































































表 1 および図 1 を見てみると、各科目とも、ほとんどの項目では良好な評価が得られ
































4.39 3.33 4.56 4.61 4.67 4.50 4.39 4.28 
フランス語 
（3 件） 
3.52 2.80 3.78 3.78 4.10 3.70 3.82 3.52 
中国語 
（12 件） 
3.62 2.23 3.36 3.47 3.65 3.57 3.63 3.29 
情報科学 
（18 件） 
3.99 2.40 3.67 3.76 3.73 3.66 3.73 3.31 
発信型英語 
（30 件） 
4.02 2.51 3.63 3.82 4.02 4.05 4.02 2.76 
ドイツ語 
(37 件） 
3.94 2.57 3.56 3.69 3.73 3.69 3.75 3.41 
基盤・主題別英語 
（6411 件） 
3.79 2.47 3.47 3.55 3.70 3.64 3.67 3.32 





































































































 TOEIC 準備のうえで効果があったか。 






















































 映画で英語を学べて楽しかったです。Thank you very much. 
 
田島俊郎（フランス語入門） 
 当てられるのでみんなが授業に参加できる。 
 
石田メグ（基盤英語） 
 楽しく英語を学ぶことができた。 
 
これらのコメントは、自発的学習の動機づけとなる授業の楽しさや内容的な面白さを
評価したものと、授業の双方向性、例えば英語でのプレゼンテーションという方法、を評価した
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ものの二つに大別することができるでしょう。 
結びにかえて 
アンケートはたしかに授業改善の有効な手段のひとつではありますが、他の手段と同
様、万能ではありません。例えば、これは外国語科目においては教養科目や専門科目ほど重要で
はないかもしれませんが、教授内容が正確であるか、新しい研究成果にもとづいているか、とい
う点を学生は本当に正しく評価できるのかというと、そこには限界があるでしょう。また、学部
学科によって関心のありかが異なり、評価の傾向に差異があるということ、教える方法や内容が
同一であっても、その反応がずいぶん違うことは、しばしば経験するところです。学生の個人差
もあり、自由記述の学生の答を見ると、ひとつの事柄（例えば授業中にビデオを見ること）につ
いて賛否両論の答がある場合もあります。 
共通教育賞を受賞した先生方や、それぞれの共通項目について高い評価を得た先生方
の授業は非常にすぐれたもので、この拙稿に続くその先生方の文章は、われわれの授業改善にと
って貴重な情報源ですので、大いに参考にしていただければと思います。ただ、よき教育への道
はひとつではなくさまざまだと思います。学生の一般的な好評価が得られなかった場合であって
も、その授業が必ずしも劣っているわけではなく、すべての授業に長所はあるはずです。他の授
業のすぐれた点を見習うのみならず、もともと授業にあった長所・よき個性を伸ばすような方向
での授業改善も考えていただければと思います。学生の個性をのばすことを是とするなら、授業
の個性も尊重すべきではないか、それにより全体として教育の多様性を確保すべきではないか、
これが、自由作成項目を導入したひとつの趣旨でもありました。 
  
